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群馬 広島
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 15 3 3 0 5 4 3 4 * (C) 6 0 2 2 3 6 5

5 * 17 2 5 1 2 1 2 5 * 30 1 7 13 3 11 4

6 * 14 0 6 2 5 6 0 6 * 29 1 11 4 2 13 3

7 * 2 0 1 0 4 8 1 7 - - - - - - -

8 * 20 4 2 4 5 8 2 8 * 17 0 6 5 3 10 0

9 6 2 0 0 1 3 0 9 2 0 1 0 0 2 0

10 0 0 0 0 1 1 1 10 2 0 1 0 2 0 1

11 0 0 0 0 1 1 0 11 3 1 0 0 0 3 0

12 0 0 0 0 0 1 0 12 * 13 0 4 5 1 11 1

13 8 0 3 2 2 2 4 13 - - - - - - -

14 2 0 1 0 3 0 2 14 2 0 1 0 0 0 0

0 0

84 11 21 9 29 35 15 104 3 33 29 14 56 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

群馬 広島84 104

2014年10月20日(月) 会場： 長崎県立総合体育館11:45

少年男子３回戦

主審

副審
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合計
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記載者 汐碇　淳一 （所属） 長崎県バスケットボール協会
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伊森 響一郎

１Ｑ、両チームともにマンツーマンディフェンスでスタート。群馬県は激しいディフェンスをしかけるが、ファールが多発。残

８分でチームファールが５つになりゾーンに変更。広島県は＃６のフリースローや＃５のジャンプシュート、群馬県は＃６

がカットインやジャンプシュートで得点を重ね、一進一退の攻防。群馬県がマンツーマンに戻したところで広島県は強気

のオフェンスを続け１７－２５で終了。２Ｑ残６分、広島県＃５のリバウンドシュートがファールを誘いフリースロー、落ち着

いて決め３０－２１とする。残２分広島県＃１１、＃６が連続得点し２６－４０となり群馬県がタイムアウトを取るが、結局４２

－２９と広島県リードで前半終了。３Ｑ、群馬県はディフェンスをオールコートマンツーマンにする。しかし攻撃の起点にな

る＃８が４つ目のファールで交代してしまう。広島県はこの機に乗じて＃１２がフリースローやジャンプシュートで得点し４

２－６１となる。その後も＃６のドライブインなどで加点し４８－７１で終了。４Ｑ群馬県は＃６をコートに戻すが残８分５つ

目のファールを犯し退場。しかし勝利を目指しオールコートでボールを奪いに行く。群馬県は＃４、＃８の３Ｐなどで追い

すがる。残５分群馬県＃５のシュートが決まり６８－７６となり広島県はタイムアウト。ここで広島県＃５が相手のディフェン

スを切り崩し、勢いを取り戻し得点を重ねる。群馬県は最後まで必死に戦うが、広島県も強気に攻め続け１０４－８４で勝

利した。
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